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三
井
財
閥
の
研
究

松
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宏

彙（12ア）

本
書
の
課
魑
と
構
成

　
戦
前
期
日
本
経
済
を
独
占
支
配
し
て
き
た
財
閥
は
第
二
次
大
戦
後
の
日

本
民
主
化
の
一
環
と
し
て
解
体
さ
れ
た
。
そ
の
解
体
過
程
の
特
徴
は
、
財

閥
の
本
祉
都
門
で
あ
る
持
株
会
社
と
三
井
・
三
菱
の
二
犬
総
合
商
社
と
が

解
散
さ
れ
る
一
方
で
、
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
傘
下
事
業
会
祉
が
温

存
さ
れ
る
と
い
う
断
絶
と
連
統
と
の
二
側
面
を
も
つ
も
の
で
あ
う
た
。
そ

の
後
日
本
経
済
の
再
建
復
興
は
、
ふ
た
た
び
旧
財
閥
系
企
業
グ
ル
ー
プ
の

再
生
を
中
心
に
す
す
み
、
現
在
旧
財
閥
系
企
業
は
日
本
経
済
の
各
分
野
で

そ
の
中
核
を
構
成
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

　
本
書
の
目
的
は
、
ま
ず
旧
財
閥
系
企
業
の
母
体
と
な
っ
た
戦
前
期
日
本

財
閥
の
実
態
を
、
最
大
の
財
閥
三
井
を
分
析
対
象
と
し
て
歴
史
具
体
的
に

解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
同
時
に
、
資
本
視
点
か
ら
財
閥
の
成
立
一
発
展

過
程
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
財
閥
の
歴
史
構
造
と
工
」
の
特
質
と
を
解
明
し

ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
概
括
的
に
い
え
ぱ
、
戦
前
期
日

本
資
本
主
義
に
お
い
て
支
配
的
な
地
位
に
あ
っ
た
財
閥
は
、
以
下
の
諸
点

に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
㎝
同
族
集
団
に
よ
る

開
鎖
的
賞
本
集
中
と
独
占
（
閉
鎖
性
）
、
ω
流
通
独
占
を
挺
子
と
し
た
多

角
的
蓄
私
基
盤
の
形
成
（
多
角
性
）
、
㈹
国
家
な
い
し
国
家
資
本
と
の
緊

密
な
連
繁
（
特
権
性
）
の
三
点
で
あ
る
。
本
書
で
は
と
く
に
、
ω
と
②
と

の
解
明
に
カ
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

　
明
治
維
新
後
、
政
府
の
特
権
的
保
護
の
下
で
初
期
独
占
を
形
成
し
て
き

た
特
権
的
商
人
資
本
・
政
商
は
、
日
清
戦
争
後
の
一
九
〇
〇
年
代
に
お
い

て
日
本
産
業
資
本
の
確
立
過
程
に
対
応
し
つ
つ
新
た
な
独
占
を
形
成
し
、

財
閥
賞
本
へ
転
化
し
た
。
本
書
は
、
こ
の
成
立
以
降
の
財
閥
資
本
に
つ
い

て
そ
の
後
の
歴
史
過
程
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
と
く
に
財
閥
本
都
な
い

し
本
社
部
門
（
O
彗
片
量
－
O
旨
o
o
）
と
事
業
基
盤
と
の
関
連
に
焦
点
を
あ

て
、
財
閥
確
立
か
ら
発
展
期
（
日
満
戦
争
後
－
第
一
次
大
戦
後
）
へ
か
け

て
そ
の
蓄
稜
構
造
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
・

　
従
来
の
財
閥
史
研
究
は
、
ま
ず
一
九
二
〇
、
三
〇
年
代
財
閥
の
独
占
支

配
の
実
態
を
時
論
と
し
て
紹
介
し
た
高
橘
亀
吉
『
日
本
財
閥
の
解
剖
』

（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
〇
年
）
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
戦
前
第
一
。
期
の
諸
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研
究
に
は
じ
ま
り
、
つ
づ
く
戦
後
第
二
期
で
は
、
財
閥
解
体
を
直
接
手
掛

け
た
持
株
会
社
整
理
委
員
会
の
報
告
書
『
日
本
財
閥
と
そ
の
解
体
』
（
一

九
五
一
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
財
閥
独
占
の
実
態
が
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
、

さ
ら
に
古
賀
英
正
『
日
本
金
融
資
本
論
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
五

七
年
）
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
諸
研
究
で
日
本
金
融
資
本
の
具
体
的
存
在
と

し
て
財
閥
が
論
じ
ら
れ
た
。

　
一
九
六
五
年
の
柴
垣
和
夫
『
日
本
金
融
資
本
分
析
』
（
東
京
大
学
出
版

会
）
は
第
二
期
の
財
閥
金
融
資
本
論
研
究
の
到
達
点
で
あ
る
と
同
時
に
、

史
料
的
制
約
が
あ
り
な
が
ら
個
別
財
閥
の
内
部
構
造
の
分
析
に
立
ち
入
っ

た
最
初
の
研
究
と
な
っ
た
。
第
三
期
は
柴
垣
の
書
を
先
駆
と
し
て
以
後
現

在
に
至
る
、
個
別
財
閥
の
具
体
的
分
析
に
よ
っ
て
財
閥
の
歴
史
構
造
そ
の

も
の
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
段
階
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
最
近
進
展
し
つ
つ
あ
る
呉
体
的
実
証
分
析
に
よ
る
財
閥
史
研

究
（
柴
垣
の
書
に
つ
づ
き
、
安
岡
重
明
『
財
閥
形
成
史
の
研
究
』
、
加
藤

幸
三
郎
「
財
閥
賞
本
」
、
旗
手
勲
『
日
本
財
閥
と
三
菱
』
な
ど
）
に
た
い

し
て
、
個
別
財
閥
内
部
の
根
本
史
料
を
使
う
こ
と
で
分
析
内
容
を
い
っ
そ

う
豊
窟
に
し
、
同
時
に
山
囲
盛
太
郎
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
以
来
の
産

業
部
門
別
分
析
に
よ
る
構
造
論
で
は
な
く
、
費
本
蓄
稜
視
点
に
よ
る
財
閥

構
造
論
を
深
め
よ
う
と
す
る
に
あ
る
。
こ
う
し
て
財
閥
の
歴
史
像
を
よ
り

鮮
明
に
描
き
、
戦
前
期
日
本
資
本
主
義
の
主
要
な
構
成
要
因
で
あ
っ
た
財

閥
資
本
の
特
質
解
明
に
よ
り
接
近
し
よ
う
と
恩
う
。

　
本
書
が
分
析
の
素
材
と
し
た
対
象
は
三
井
財
閥
で
あ
る
。
三
井
は
江
戸

期
以
来
の
御
周
商
人
か
ら
政
商
↓
財
閥
へ
の
転
態
過
程
を
た
ど
り
、
戦
前

期
日
本
の
ト
ッ
プ
財
閥
と
な
っ
た
。
明
治
維
新
期
に
初
め
て
政
商
へ
急
成

長
し
た
三
菱
財
閥
と
は
そ
の
系
譜
を
異
に
す
る
が
、
金
融
．
商
事
．
鉱
醸

の
三
大
事
業
部
門
を
核
に
多
角
的
事
業
基
盤
を
垂
直
的
水
平
的
に
拡
大
し

て
い
っ
た
三
井
は
、
日
本
財
閥
固
有
の
特
徴
を
最
も
典
型
的
に
体
現
．
内

包
し
て
い
た
と
考
え
る
。

　
本
書
の
構
成
は
、
財
閥
の
本
社
都
門
を
分
析
し
た
第
一
編
「
財
閥
本
社

の
機
能
と
構
造
」
と
財
閥
の
苗
稜
基
盤
を
分
析
し
た
第
二
編
「
財
閥
資
本

の
蓄
稜
構
造
」
と
の
二
部
か
ら
な
る
。
第
一
綴
で
は
五
章
に
わ
た
っ
て
三

井
財
閥
の
本
社
部
門
1
1
三
井
合
名
会
社
の
成
立
前
後
か
ら
改
組
終
了
に
至

る
ま
で
の
金
過
程
が
分
析
さ
れ
る
が
、
そ
の
狙
い
は
一
九
〇
〇
年
代
か
ら

一
九
三
〇
年
代
に
至
る
財
閥
本
社
の
統
轄
機
能
と
そ
の
資
本
構
造
と
を
解

明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
づ
く
第
二
編
で
は
財
閥
の
確
立
期
（
一
九
〇
〇

～
一
〇
年
代
）
に
お
け
る
事
業
発
展
な
ら
ぴ
斥
多
角
的
蓄
稜
基
盤
の
確
立

が
分
析
さ
れ
、
さ
ら
に
本
社
部
門
と
傘
下
諸
事
業
と
の
関
連
が
解
明
さ
れ

る
o　

　
　
二
　
内
容
の
概
要

第
一
編
で
は
三
井
財
閻
本
社
部
門
の
歴
史
過
程
が
検
討
さ
れ
る
。
本
編

の
狙
い
は
、
財
閥
本
社
の
組
織
・
統
轄
機
能
・
資
本
集
中
な
ら
ぴ
に
運
用

の
実
態
と
そ
パ
ら
の
歴
史
的
変
遷
過
程
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
一
章
で
は
財
閥
本
社
三
井
合
名
会
社
の
成
立
過
程
、
成
立
に
至
る
諸

条
件
が
検
討
さ
れ
る
。
三
井
は
一
八
九
三
年
財
閥
本
部
機
関
と
し
て
三
井

家
同
族
会
を
設
立
し
、
三
井
の
三
大
事
業
へ
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
三
井
銀

行
・
三
井
物
産
・
三
井
鉱
山
を
そ
れ
ぞ
れ
合
名
会
社
へ
改
組
し
た
。
一
八

九
〇
年
代
に
入
っ
て
政
商
か
ら
の
脱
皮
を
は
か
っ
て
き
た
三
井
は
、
こ
こ
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に
三
井
十
一
家
の
同
族
集
団
に
よ
る
三
井
家
同
族
会
を
頂
点
に
お
き
、
直

　
轄
諸
事
業
を
統
轄
し
蓄
横
資
金
を
統
一
運
用
す
る
体
制
を
発
足
さ
せ
た
の

　
で
あ
る
。
そ
の
後
一
九
〇
〇
年
三
井
家
同
族
集
団
に
よ
る
資
産
共
有
制
の

　
強
化
、
共
有
財
産
の
管
理
を
柱
と
す
る
三
非
家
憲
が
制
定
を
み
、
一
九
〇

　
二
年
事
業
資
産
の
著
増
を
前
提
に
、
家
政
と
事
業
、
家
産
と
事
業
資
産
と

　
を
分
離
し
て
事
業
部
門
を
別
個
に
管
理
統
轄
す
る
組
織
、
三
井
家
同
族
会

　
管
理
部
が
発
足
し
た
。

　
　
そ
の
後
三
大
直
轄
事
業
の
拡
犬
、
関
係
諸
事
薬
の
増
加
等
に
よ
っ
て
家

　
政
と
事
業
と
の
分
離
は
い
っ
そ
う
す
す
み
、
一
九
〇
九
年
管
理
都
は
三
井

　
家
同
族
の
み
を
社
員
と
す
る
持
株
会
社
資
本
金
五
〇
〇
〇
万
円
の
三
井
合

　
名
会
社
に
改
組
さ
れ
た
。
同
時
に
三
大
直
轄
事
業
の
株
式
会
社
化
が
す
す

　
め
ら
れ
、
三
井
合
名
会
社
は
そ
れ
ら
直
系
株
式
会
社
の
株
式
を
金
株
独
占

　
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
一
九
〇
〇
年
代
に
お
い
て
三
井

　
の
傘
下
事
業
は
、
銀
行
・
物
産
・
鉱
山
の
三
大
部
門
の
ほ
か
に
錨
淵
紡

繍
．
王
子
製
紙
・
芝
浦
製
作
肝
・
小
野
囲
セ
メ
ン
ト
・
堺
セ
ル
回
イ
ド
な

・
ど
紡
繍
．
電
気
機
械
・
化
学
の
諸
部
門
へ
多
角
的
な
拡
大
を
み
せ
は
じ
め

　
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
財
閥
が
財
閥
と
し
て
成
立
す
る
基
本
的
要
件
は
、
そ
の
本
社
部
門
（
O
o
・

斗
、
印
一
〇
雪
。
。
）
の
確
立
に
あ
る
と
考
え
る
が
、
持
株
会
社
三
井
合
名
会

社
の
成
立
に
よ
っ
て
財
閥
本
社
が
傘
下
諸
事
業
の
経
営
を
完
全
に
掌
握
し
、

か
つ
蓄
稜
資
金
を
す
ぺ
て
集
中
す
る
体
制
が
機
構
的
に
完
成
し
た
と
い
え

る
o

　
第
二
章
．
第
三
章
で
は
、
三
井
合
名
会
社
の
成
立
か
ら
三
井
物
産
に
合

併
さ
れ
て
新
本
社
組
織
と
な
る
ま
で
、
す
な
わ
ち
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九

四
〇
年
ま
で
約
三
〇
年
閲
に
お
け
る
三
井
合
名
会
社
の
資
本
構
造
が
分
析
・

さ
れ
る
。
ま
ず
第
二
章
で
対
象
に
し
た
一
九
二
二
年
ま
で
の
時
期
は
三
井

財
閥
の
発
展
期
で
あ
り
、
三
井
合
名
会
社
が
本
社
部
門
と
し
て
の
内
実
を

築
く
段
階
で
あ
る
。
と
く
に
第
一
次
大
戦
期
の
高
蓄
稜
は
め
ざ
ま
し
く
、

資
本
金
五
〇
〇
〇
万
円
で
発
足
し
た
；
井
合
名
会
社
は
一
九
一
九
年
二
億

円
に
増
資
さ
れ
、
三
大
直
系
会
社
を
中
心
と
し
た
所
有
株
式
は
二
億
五
〇

〇
〇
”
円
ほ
ど
に
達
し
た
。
新
規
投
資
に
よ
る
事
業
部
門
の
外
延
糺
拡
大

は
鉄
鋼
業
．
造
船
業
な
ど
に
も
及
び
、
新
た
に
北
海
道
炭
畷
汽
船
・
日
本

製
鋼
所
．
電
気
化
学
工
業
な
ど
が
傘
下
事
業
会
社
に
加
わ
っ
た
が
・
同
時

に
三
井
財
閥
の
こ
．
の
段
階
の
発
展
は
三
犬
直
系
事
業
（
三
井
銀
行
・
三
井

物
産
．
三
井
鉱
山
）
の
拡
大
を
基
礎
に
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
主
に
三
犬

直
系
事
業
を
中
心
と
し
た
高
蓄
積
が
本
社
の
統
轄
に
よ
っ
て
独
占
集
中
さ

れ
、
ふ
た
た
ぴ
直
系
事
業
に
再
投
資
さ
れ
て
蓄
積
基
盤
が
拡
大
し
て
い
く

財
閥
の
実
態
、
と
く
に
資
本
蓄
積
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
第
三
章
で
は
一
九
二
三
年
以
降
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
が
、
順
調
な
発

展
を
遂
げ
た
三
井
合
名
会
社
体
制
が
一
定
の
停
滞
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の

破
綻
に
至
る
過
程
で
あ
る
。
閉
鎖
的
同
族
集
団
で
資
本
を
独
占
所
有
す
る

と
い
う
本
社
の
形
態
が
、
一
九
二
〇
、
三
〇
年
代
の
日
本
資
本
主
義
の
展

開
、
重
化
学
工
業
化
に
対
応
し
た
財
閥
事
業
の
拡
犬
に
と
っ
て
阻
害
要
因

と
な
り
は
じ
め
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
間
の
推
移
が
三
井
合
名
会
社
の
資

本
構
造
の
変
化
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
三
井
銀
行
の
株
式
一
部
公
開
、

三
井
信
託
．
三
井
生
命
な
ど
新
直
系
会
社
設
立
に
。
よ
る
金
融
多
角
化
な
ど

も
新
段
階
へ
の
対
応
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
　
　
・

第
四
章
で
は
、
第
三
章
で
検
討
さ
れ
た
三
井
合
名
会
社
の
資
本
構
造
の
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変
化
が
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
三
井
合
名
会
杜
体
制
の
破
綻
に
ど
の
よ

う
に
帰
結
し
て
い
く
か
、
そ
の
推
移
が
検
討
さ
れ
る
。
フ
ア
シ
ズ
ム
の
進

行
下
で
「
財
閥
転
向
」
の
実
態
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
三
井
合
名
会

社
理
事
長
団
琢
磨
の
暗
殺
、
三
〇
〇
〇
万
円
醸
金
に
よ
る
三
井
報
恩
会
の

設
立
な
ど
の
意
味
を
、
経
営
政
策
の
問
題
と
し
て
も
検
討
し
、
戦
時
体
制

下
の
璽
化
学
工
業
拡
大
に
三
井
が
対
応
し
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

重
化
学
工
業
化
が
要
請
す
る
費
金
需
要
の
著
増
は
、
閉
鎖
的
費
本
蓄
積
機

構
で
あ
る
三
井
合
名
会
社
体
制
の
改
編
を
不
可
避
に
し
た
の
で
あ
る
。
一

九
四
〇
年
三
井
は
、
三
菱
・
住
友
に
遅
れ
な
が
ら
も
財
閥
本
社
の
株
式
会

社
へ
の
改
組
を
実
行
し
た
。
三
井
合
名
会
社
の
三
井
物
産
株
式
会
社
へ
の

合
併
、
新
本
社
H
三
井
物
産
の
発
足
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
第
五
章
で
は
株
式
会
社
三
井
本
社
の
設
立
過
程
が
論
じ
ら
れ
る
。
本
社

を
直
系
子
会
社
で
あ
る
三
井
物
産
に
合
併
す
る
と
い
う
便
宜
的
な
形
で
財

閥
本
社
の
株
式
会
社
化
を
は
か
つ
た
三
井
は
、
一
九
四
二
年
三
井
物
産
株

式
（
本
社
株
式
）
の
公
開
に
よ
っ
て
社
会
的
資
金
の
本
楮
的
な
動
員
に
踏

み
切
っ
た
。
一
方
で
変
則
的
な
本
社
形
態
を
改
め
る
た
め
一
ゴ
井
物
産
を
分

離
し
た
新
た
な
三
井
本
社
の
設
立
計
画
が
す
す
み
、
一
九
四
四
年
株
式
会

社
三
井
本
杜
の
設
立
に
よ
っ
て
本
社
都
門
の
再
編
過
程
は
終
わ
る
。

　
第
二
編
で
は
、
第
一
編
の
本
社
構
造
の
解
明
を
前
提
に
、
財
閥
確
立
過

程
に
お
け
る
蓄
積
基
盤
の
形
成
と
そ
の
実
態
、
な
ら
び
に
そ
の
特
質
が
解

明
さ
れ
る
。
な
お
、
第
二
編
の
分
析
は
財
閥
確
立
期
の
一
九
〇
〇
年
を
中

心
に
な
さ
れ
て
お
り
、
一
九
一
〇
年
代
以
降
の
本
杜
構
造
に
対
応
し
た
蓄

積
基
盤
（
傘
下
諸
事
業
）
に
か
ん
す
る
十
分
な
解
明
は
、
今
後
の
研
究
課

題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
章
で
は
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
の
財
閥
本
杜
部
門
の
確
立
過
程
に

応
じ
て
財
閥
資
本
が
ど
の
よ
う
に
形
成
蓄
穣
さ
れ
、
そ
の
蓄
積
基
盤
が
ど

の
よ
う
な
特
質
を
も
つ
か
が
概
括
的
に
検
討
さ
れ
る
。
一
八
九
〇
年
代
か

ら
一
九
〇
〇
年
へ
か
け
て
、
三
井
の
三
大
直
轄
事
業
部
門
（
三
井
銀
行
．

三
井
物
産
・
三
井
鎮
山
）
の
経
営
が
本
格
的
な
軌
道
に
の
り
、
そ
の
金

融
・
商
事
・
鉱
顧
に
拡
が
っ
た
多
角
的
事
業
基
盤
を
有
機
的
に
統
一
し
て

機
能
さ
せ
る
財
閥
の
統
轄
機
構
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
間
三
井
工

業
部
の
設
置
に
よ
る
製
糸
業
へ
の
積
極
的
投
資
、
機
械
器
具
工
業
の
拡
大

な
ど
の
試
行
錯
誤
を
へ
て
、
三
井
物
産
に
よ
る
商
品
流
通
の
独
占
支
配
と

三
井
銀
行
に
よ
る
金
融
の
独
占
支
配
と
を
挺
子
に
し
た
産
業
部
門
掌
握
を

基
軸
と
し
な
が
ら
、
三
井
財
閥
の
多
角
的
蓄
積
基
盤
は
構
築
さ
れ
て
い
つ

た
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
で
は
、
三
井
物
産
会
社
の
経
営
分
析
を
通
じ
て
一
九
〇
〇
年
代

流
通
独
占
の
成
立
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
日
清
戦
争
後
三
井
物
産
の
事
業

拡
大
は
め
ざ
ま
し
く
、
と
く
に
日
本
の
輸
出
入
貿
易
に
お
け
る
独
占
的
地

位
が
築
か
れ
る
。
三
井
物
産
の
主
要
取
扱
商
品
は
日
本
資
本
主
義
の
基
軸

商
品
で
あ
っ
た
石
炭
・
棉
花
・
綿
糸
布
・
生
糸
・
機
械
類
．
鉄
道
用
品
．

金
物
な
ど
で
あ
り
、
財
閥
の
信
用
カ
・
資
金
力
を
背
景
に
そ
れ
ら
商
品
に

た
い
す
る
支
配
は
拡
が
っ
た
の
で
あ
る
。
生
産
手
段
の
主
要
都
分
を
先
進

資
本
主
義
諸
国
か
ら
の
輸
入
に
依
存
す
る
と
い
う
日
本
資
本
主
義
確
立
過

程
の
特
徴
と
の
関
連
を
考
え
る
と
、
邦
商
三
井
物
産
の
日
本
貿
易
に
お
け

る
独
占
的
地
位
は
決
定
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
三
井
物
産
は
、
生
産
機
械
↓
動
カ
用
石
炭
↓
原
材
料
↓
製
品
に
至
る
生

産
部
門
の
全
過
程
で
生
ず
る
商
品
を
掌
握
し
て
、
こ
の
垂
直
的
な
商
品
支
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配
を
縦
軸
に
さ
ら
に
各
過
程
に
お
け
る
関
連
産
業
都
門
の
商
品
へ
水
平
的

横
断
的
に
外
－
延
的
な
拡
犬
を
す
す
め
た
。
実
態
的
に
も
三
井
物
産
の
商
品

取
扱
網
は
、
［
口
本
産
業
革
命
の
進
行
に
対
応
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
商

品
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
部
門
の
商
品
に
及
ぴ
、
総
合
商
社
の
特
性
を
備
え
て

い
ウ
た
。
総
合
商
社
三
井
物
産
の
成
立
を
可
能
に
し
た
内
的
条
件
は
、
前

貸
的
投
融
資
と
そ
れ
を
手
段
に
し
た
排
他
的
一
手
売
買
権
の
獲
得
と
に
よ

っ
て
、
生
産
者
を
そ
の
支
配
下
に
従
属
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
う
し
て
成
立
を
み
た
流
通
独
占
は
、
外
商
と
対
抗
す
る
邦
商
の
不
利

な
藷
条
件
を
後
進
圓
本
資
本
主
義
の
脆
弱
な
産
業
資
本
に
転
嫁
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
縞
果
彼
ら
の
自
生
的
な
発
展
は
い
っ
そ
う
阻
ま
れ
、
一

方
そ
の
対
極
で
財
閥
資
本
に
の
み
超
過
利
潤
が
保
証
さ
れ
る
構
造
が
出
来

上
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
章
で
は
、
三
井
銀
行
の
分
析
を
通
じ
て
一
九
〇
〇
年
代
金
融
独
占

の
成
立
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
日
本
最
初
の
私
立
銀
行
と
し
て
一
八
七
六

年
三
井
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
三
井
銀
行
は
、
日
清
戦
争
後
従
来
の
御
用
商

売
．
官
公
金
取
扱
業
務
・
高
利
貸
的
金
融
か
ら
民
間
預
貸
業
務
を
中
心
に
・

し
た
普
通
銀
行
へ
脱
皮
し
、
同
時
に
三
井
財
閥
内
の
三
大
直
轄
事
業
部
門

の
一
つ
と
な
っ
て
事
業
相
互
間
の
有
機
的
な
結
合
を
新
た
に
し
て
い
っ
た
。

一
九
〇
〇
年
代
三
井
銀
行
の
経
営
を
検
討
す
る
な
か
で
、
「
商
業
銀
行
」

化
の
間
魍
、
預
貸
．
支
店
等
の
整
理
問
題
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

そ
し
て
三
井
銀
行
は
こ
の
段
階
に
、
政
商
以
来
三
井
の
中
枢
部
大
元
方

（
本
社
）
と
組
織
的
機
能
的
に
未
分
離
の
ま
ま
継
続
し
て
き
た
一
体
関
係

を
漕
算
し
た
。
す
な
わ
ち
、
三
井
銀
行
は
財
閥
本
都
機
能
を
新
た
に
整
備

さ
れ
た
本
社
部
門
へ
譲
り
、
そ
の
過
程
で
三
大
事
業
の
一
つ
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
金
融
部
門
へ
純
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
そ
の
過

程
で
、
三
井
銀
行
は
日
本
金
融
業
に
お
け
る
五
大
都
市
銀
行
の
独
占
体
制

構
築
の
進
行
に
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
っ
た
。

　
金
融
独
占
の
成
立
は
、
五
犬
部
市
銀
行
中
の
ト
ツ
プ
に
あ
る
三
井
銀
行

が
同
時
に
三
井
財
閥
の
三
大
直
轄
事
業
部
門
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
・

新
た
な
財
閥
銀
行
へ
脱
皮
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
ち
お
う
達
成
さ
れ
た
。

こ
の
金
融
独
占
は
、
三
井
物
産
に
よ
る
流
通
独
占
と
相
互
に
連
緊
す
る
こ

と
で
、
財
閥
資
本
の
蓄
積
を
支
え
拡
大
す
る
二
支
柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
補
章
で
は
、
財
閥
確
立
期
以
後
の
財
閥
資
本
の
動
向
に
つ
い
て
、
若
干

の
見
通
し
を
与
え
る
た
め
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
三
井
物
産
が
扱
う

最
大
の
基
軸
商
品
で
同
時
に
三
井
鉱
山
の
生
産
品
で
も
あ
る
石
炭
に
つ
い

て
、
一
九
一
〇
年
代
の
カ
ル
テ
ル
結
成
を
中
心
に
し
た
販
売
動
向
が
検
討

さ
れ
、
発
展
期
に
入
っ
た
財
閥
の
独
占
体
制
が
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
か
を
さ
ぐ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
に
残
さ
れ
た
研
究
課
題
に
か
か
わ

る
試
み
で
も
あ
る
。

　
　
　
三
　
結
　
諭

　
日
清
戦
争
後
政
商
は
日
本
資
本
主
義
の
確
立
過
程
に
対
応
し
つ
つ
自
ら

は
財
閥
へ
転
化
し
た
。
財
閥
の
指
標
は
以
下
の
三
点
に
あ
る
。
第
一
に
、

自
ら
産
業
部
門
へ
の
投
賞
を
お
こ
な
う
だ
け
で
は
な
く
、
確
立
過
程
に
あ

る
諸
産
業
資
本
を
流
通
過
程
の
独
占
を
通
じ
て
掌
握
し
、
あ
ら
ゆ
る
産
業

部
門
へ
蓄
積
基
盤
を
拡
げ
た
こ
と
、
同
時
に
脆
弱
な
自
生
的
産
業
資
本
や

小
生
産
者
に
た
い
し
て
は
、
そ
の
百
成
者
な
い
し
組
織
者
と
し
て
立
現
わ
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れ
、
．
彼
ら
の
「
自
立
」
と
編
成
替
吹
と
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
蓄

積
基
盤
に
組
み
込
ん
で
い
つ
た
こ
と
。
第
二
に
、
財
閥
本
社
の
事
業
統
轄

と
資
本
の
集
中
・
集
積
・
運
用
と
が
組
織
的
機
構
的
に
機
能
し
は
じ
め
た

こ
と
。
第
三
に
・
財
閥
の
存
立
が
広
汎
な
収
奪
体
系
を
前
捷
に
し
た
国
家

財
政
金
融
機
構
と
の
構
造
的
連
繋
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
日
露
戦
争
後
、
三
井
財
閥
は
頂
点
に
あ
た
る
本
祉
都
門
を
持
株
会
社
と

し
て
そ
の
資
本
を
同
族
集
団
で
独
占
し
、
傘
下
に
お
い
た
多
数
の
諸
事
業

会
社
を
そ
の
持
株
会
社
で
支
配
す
る
と
い
う
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
形
態
を
完
成

さ
せ
た
。
こ
の
内
実
は
第
一
次
大
戦
期
切
高
蓄
稽
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
．

こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
財
閥
資
本
が
そ
の
支
配
を
貫
徹
さ
せ
た
産
業

都
門
に
は
紡
繍
業
・
製
糸
業
な
ど
の
よ
う
に
、
財
閥
の
投
資
が
多
く
な
く

む
し
ろ
財
閥
か
ら
自
立
的
な
傾
向
に
あ
る
資
本
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
都

門
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
部
門
に
し
て
も
政
府
、
国
家
資
本
と
連
繋
し
た

財
閥
資
本
に
よ
る
流
通
過
程
の
支
え
が
璽
要
な
役
割
。
を
担
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
第
一
次
大
戦
後
財
閥
の
同
族
集
団
に
よ
る
閉
鎖
的
資
本
所
有
形
態
は
、

事
業
発
展
に
と
も
な
う
資
金
需
要
増
加
や
資
金
の
弾
カ
的
運
用
に
と
っ
て

次
第
に
障
害
と
な
り
は
じ
め
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
、
す
で
に
三

井
合
名
会
社
の
拡
大
は
終
わ
り
、
財
閥
本
社
の
持
株
会
社
機
能
が
三
井
物

産
・
三
井
鉱
山
の
二
大
直
系
子
会
社
に
肩
替
り
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
。

　
　
一
九
三
〇
年
代
に
入
つ
て
閉
鎖
的
な
三
井
合
名
会
社
体
制
は
行
詰
ま
り
、

戦
時
統
制
経
済
下
で
要
請
さ
れ
る
産
業
転
換
、
重
化
学
工
業
化
の
促
進
に

た
い
し
て
、
従
来
の
ま
ま
の
財
閥
本
社
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。
社
会
的
資
金
の
動
員
の
た
め
、
財
閥
本
社
の
株
式
会
社
化
が
す
す

み
・
財
閥
資
本
の
同
族
集
団
に
よ
る
完
全
な
独
占
、
開
鎖
性
に
終
止
符
が

う
た
れ
た
。

第
二
次
大
戦
後
に
実
行
さ
れ
た
財
閥
解
体
は
、
同
族
集
団
に
よ
る
資
本

支
配
を
完
全
に
否
定
し
た
。
こ
こ
に
日
滴
戦
争
後
成
立
を
み
た
財
閥
の
独

占
体
制
は
解
消
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
す
で
に
そ
の
端
緒
は
財
閥
本
社

の
株
式
公
開
の
と
き
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
戦
後
進
行
し
た
財

閥
系
企
業
間
に
お
け
る
相
互
株
式
持
合
い
は
こ
の
と
き
は
じ
ま
っ
て
い
た
。

　
以
上
の
ほ
か
、
財
閥
と
国
家
と
の
連
緊
を
示
す
一
例
に
税
制
の
問
題
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
財
閥
本
社
部
門
の
改
組
が
実
行
さ
れ
る
条
件
の
一

つ
に
・
常
に
税
制
改
革
に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
財

閥
は
最
大
の
納
税
者
で
あ
る
と
同
時
に
国
家
か
ら
受
け
る
恩
恵
も
大
き
く
、

財
閥
の
改
組
と
税
制
の
改
革
と
は
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。

〔
博
±
論
文
審
査
要
旨
〕

諭
題
　
三
井
財
閥
の
研
究

論
文
審
査
担
当
者

中南永

村　原

政売慶

則進二

　
　
一
　
本
論
文
の
概
要

本
論
文
は
、
わ
が
国
の
代
表
的
な
財
閥
の
一
つ
で
あ
る
三
井
財
閥
を
直
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接
の
素
材
に
し
つ
つ
、
戦
前
期
日
本
財
閥
の
実
態
な
ら
ぴ
に
そ
の
特
質
の

解
明
を
課
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
直
接
の
課
題
は
、
三
井
財
閥
の
成
立

か
ら
解
体
に
至
る
ま
で
の
本
社
機
構
の
変
遷
お
よ
ぴ
本
社
と
直
轄
事
業
と

の
関
連
を
歴
史
的
・
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
三
井
は
、
江
戸
期
以
来
の
御
用
商
人
か
ら
明
治
初
年
に

政
商
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
、
つ
い
で
一
九
〇
〇
年
代
の
産
業
革
命
期

に
財
閥
コ
ン
ツ
但
ル
ン
と
し
て
の
姿
態
を
完
成
さ
せ
、
さ
ら
に
一
九
一
〇
、

二
〇
年
代
の
発
展
を
通
じ
て
わ
が
国
最
大
の
財
閥
へ
と
成
長
し
た
。
明
治

維
新
の
過
程
で
急
速
に
財
を
な
し
、
成
長
し
た
三
菱
（
岩
崎
）
と
は
そ
の

系
譜
を
異
に
す
る
が
、
金
融
・
商
嬰
・
鉱
瀦
業
の
三
大
直
轄
事
業
を
中
心

と
し
て
多
角
経
営
的
蓄
稜
を
拡
大
し
て
い
っ
た
点
で
、
三
井
は
日
本
財
閥

固
有
の
特
徴
を
最
も
典
型
的
に
体
現
す
る
財
閥
で
あ
っ
た
。

　
著
者
に
よ
れ
ぱ
、
「
財
閥
は
、
高
度
に
発
達
し
た
日
本
資
本
主
義
の
支

配
的
資
本
閥
で
あ
り
、
そ
の
資
本
は
、
同
族
集
団
に
よ
る
開
鎖
的
な
家
族

的
資
本
築
中
と
、
資
本
蓄
稜
の
多
角
的
事
業
基
盤
と
、
さ
ら
に
国
家
資
本

と
の
緊
密
な
連
繋
に
よ
る
相
互
補
完
と
の
三
点
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ

て
き
た
」
（
三
員
）
と
す
る
。
こ
の
三
つ
の
特
徴
づ
け
の
本
質
は
な
に
か

を
追
求
す
る
こ
と
が
本
論
文
の
一
貫
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
以
下
に
“
本
論
文
の
構
成
を
示
せ
ぱ
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
序
論
課
題
の
所
在
と
限
定

　
第
一
編
財
閥
本
社
の
機
能
と
構
造

　
　
第
一
章
三
井
合
名
会
社
の
成
立
過
程

　
　
第
二
章
　
三
井
合
名
会
社
の
資
本
構
造
1
（
一
九
〇
九
～
二
二
年
）

　
　
第
三
章
　
三
非
合
名
会
社
の
費
本
構
造
皿
（
一
九
二
三
～
四
〇
年
）

　
　
第
四
章
　
三
井
含
名
会
杜
体
制
の
破
綻

　
　
第
五
章
　
三
井
本
社
の
成
立

　
第
二
編
　
財
閥
資
本
の
蓄
積
構
造

　
　
第
一
章
財
閥
資
本
の
形
成

　
　
第
二
章
流
通
独
占
の
成
立

　
　
　
　
　
－
三
井
物
産
会
社
の
分
析
－

　
　
第
三
章
　
金
融
独
占
の
成
立

　
　
　
　
　
－
三
井
銀
行
の
分
析
－

　
　
補
　
章
　
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
三
井
物
産
会
社

　
　
　
　
　
石
炭
販
売
の
特
質

　
第
一
編
で
は
、
一
九
〇
〇
年
代
の
三
井
合
名
会
社
成
立
か
ら
、
三
井
合

名
の
三
井
物
産
株
式
会
社
へ
の
合
併
（
一
九
四
〇
年
）
を
経
て
株
式
会
社

三
井
本
杜
の
設
立
（
一
九
四
四
年
）
に
至
る
本
社
都
門
の
歴
史
的
変
遷
過

程
が
考
察
さ
れ
る
。

　
第
一
章
は
、
一
八
九
三
年
の
…
井
家
同
族
会
の
成
立
、
三
井
の
三
大
事

業
た
る
三
井
銀
行
・
三
井
物
産
・
三
井
鉱
山
の
合
名
会
社
へ
の
改
組
を
起

点
に
、
三
井
財
閥
が
政
商
賞
本
か
ら
の
脱
皮
を
と
げ
て
近
代
的
財
閥
賞
本

へ
成
長
・
転
化
し
て
い
く
過
程
を
分
析
し
て
い
る
。
と
く
に
一
九
〇
〇
年

三
井
家
窓
の
制
定
、
一
九
〇
二
年
三
井
家
同
族
会
管
理
部
の
発
足
に
よ
っ

て
、
三
井
十
一
家
の
家
産
と
事
業
資
産
は
完
全
に
分
離
さ
れ
、
財
閥
本
部

を
頂
点
に
直
轄
事
業
と
そ
の
蓄
積
資
金
を
統
轄
す
る
体
制
が
と
と
の
っ
た
。

そ
の
後
三
大
直
轄
事
業
の
発
展
、
傍
系
事
業
の
増
加
に
よ
っ
て
、
家
政
と

事
業
の
分
離
は
い
っ
そ
う
す
す
み
、
一
九
〇
九
年
管
理
部
は
財
閥
本
社
1
1

三
井
合
名
会
社
に
改
組
さ
れ
た
。
同
時
に
三
大
直
轄
事
業
を
合
名
会
社
か
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ら
株
式
会
社
へ
組
織
変
え
し
、
三
井
合
名
会
社
は
直
轄
事
業
の
株
式
を
一

〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
独
占
所
有
す
る
持
株
会
社
と
な
っ
た
。
し
か
し
三
井
合

名
会
社
は
た
ん
な
る
持
株
会
社
に
と
ど
ま
ら
ず
、
銀
行
、
物
産
、
鉱
山
の

三
大
直
轄
事
業
の
経
営
に
直
接
介
入
し
、
そ
れ
ら
事
業
間
の
有
機
的
結
合
、

三
大
事
業
を
核
と
し
た
新
規
事
業
へ
の
投
融
資
、
さ
ら
に
増
大
す
る
公
債

発
行
、
植
民
地
投
資
へ
の
対
応
な
ど
三
井
家
事
業
の
総
合
事
業
体
と
し
て

の
発
展
を
主
導
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
な
お
本
章
で
は
、
三
井
合
名
会
社

設
立
直
前
に
お
け
る
三
井
財
閥
の
事
業
資
産
総
額
は
、
従
来
の
推
計
と
は

違
っ
て
二
億
円
で
枇
な
く
六
一
三
六
万
円
で
あ
る
と
い
う
新
事
実
が
確
定

さ
れ
て
い
る
竈

　
第
二
章
は
、
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
二
二
年
ま
で
の
三
井
財
閥
の
発
展

期
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
日
本
経
済
の
繁

栄
を
背
景
に
三
井
財
閥
も
高
蓄
積
を
と
げ
、
資
本
金
五
〇
〇
万
円
で
発
足

し
た
三
井
合
名
会
社
は
、
一
九
一
九
年
に
二
億
円
増
資
、
ま
た
三
大
直
系

会
社
を
中
心
と
す
る
所
有
株
式
は
約
二
億
五
〇
〇
〇
万
円
に
達
し
た
。
さ

ら
に
鉄
鋼
・
化
学
・
造
船
・
石
炭
・
製
紙
・
電
気
機
械
な
ど
の
重
化
学
工

業
部
門
へ
の
投
賞
が
活
発
化
し
た
の
も
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
り
、
三
弁

の
財
閥
独
占
体
と
し
て
の
内
実
が
と
と
の
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
第
三
章
は
、
第
一
次
大
戦
期
に
順
調
な
発
展
を
と
げ
た
三
井
合
名
会
社

体
制
が
、
一
定
の
停
滞
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の
破
綻
に
至
る
過
程
を
追
求

し
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代
半
ぱ
ま
で
三
井
財
閥
は
同
族
集
団
に
よ
る
閉

鎖
的
資
本
集
中
を
本
賀
的
特
徴
と
し
、
三
井
合
名
会
社
は
多
額
の
利
益
金

の
大
半
を
毎
期
積
立
金
と
し
て
内
部
留
保
し
、
そ
れ
を
必
要
に
応
じ
て
増

資
払
込
み
、
漸
規
事
業
へ
の
投
賀
に
ふ
り
む
け
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら

一
九
二
〇
、
三
〇
年
代
の
重
化
学
工
業
化
に
対
応
す
る
資
金
需
要
の
増
大

は
、
従
来
の
資
金
調
達
、
運
用
方
式
を
極
楮
と
さ
せ
て
い
っ
た
。
か
く
し

て
三
井
財
閥
は
、
三
井
銀
行
の
株
式
一
部
公
開
、
三
井
信
託
・
三
井
生
命

な
ど
銀
行
以
外
の
金
融
部
門
へ
の
進
出
を
は
か
り
、
第
一
次
犬
戦
を
境
に

急
速
に
拡
大
し
た
株
式
・
社
債
市
場
、
損
保
・
生
保
需
要
な
ど
金
融
市
場

の
多
角
化
に
対
応
す
る
態
勢
を
と
と
の
え
て
い
っ
た
。

　
第
四
章
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
大
恐
慌
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
進
行
下
で
す

す
め
ら
れ
た
「
財
閥
転
向
」
の
実
態
を
詳
細
に
検
討
す
る
。
三
芽
合
名
会

社
理
事
長
団
琢
麿
の
暗
殺
、
三
〇
〇
〇
万
円
の
寄
付
を
基
金
と
す
る
社
会

事
業
団
体
・
三
井
報
恩
会
の
設
立
、
停
年
制
の
実
施
、
株
式
公
開
な
ど
に

検
討
を
加
え
、
「
財
閥
転
向
」
が
昭
和
恐
慌
下
の
財
閥
攻
撃
を
か
わ
す
自

己
防
衛
策
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
重
化
学
工
業
化
が
要
講
す
る
費
金
需
要

の
対
応
策
と
し
て
、
外
部
資
金
導
入
の
道
を
と
と
の
え
る
一
環
で
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
三
井
本
社
が
合
名
組
織
形

態
を
と
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
外
部
資
金
導
入
に
も
限
界
が
あ
り
、
か
つ
所

得
税
・
相
続
税
負
担
が
巨
額
に
の
ぽ
り
、
こ
れ
へ
の
対
策
が
不
可
避
と
な

っ
た
。
か
く
し
て
一
九
四
〇
年
、
三
井
合
名
会
杜
は
三
井
物
産
株
式
会
社

へ
合
併
さ
れ
、
財
閥
本
社
の
株
式
会
社
へ
の
改
組
は
ひ
と
ま
ず
な
っ
た
。

　
第
五
章
は
、
株
式
会
社
三
井
本
社
の
設
立
過
程
を
考
察
し
て
い
る
。
一

九
四
〇
年
の
本
社
と
物
産
の
合
併
に
よ
っ
て
三
井
本
社
の
株
式
会
社
へ
の

改
組
は
な
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
い
わ
ぱ
三
井
合
名
会
社
が
三
井
総
元
方

と
名
称
を
変
え
て
直
系
子
会
社
の
三
井
物
産
の
庇
を
借
り
た
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
変
則
的
な
本
社
形
態
を
改
め
、
か
つ
て
の
三
井
合
名
時

代
の
よ
う
に
本
社
が
頂
点
に
た
ち
、
直
系
会
社
に
対
す
る
統
轄
機
能
を
回
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復
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
社
は
ふ
た
た
び
物
産

か
ら
分
離
し
て
、
独
自
の
組
織
を
と
と
の
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九

四
四
年
株
式
会
社
三
井
本
社
の
設
立
は
こ
の
課
題
を
は
た
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
を
も
っ
て
戦
前
に
お
け
る
本
社
部
門
の
再
編
過
程
は
終
わ
り
、

こ
の
機
構
の
ま
圭
二
井
財
閥
は
戦
後
の
財
閥
解
体
に
直
面
す
る
こ
と
と
な

る
o　

第
二
編
は
、
第
一
編
の
本
社
構
造
の
解
明
を
前
提
に
、
主
と
し
て
一
九

〇
〇
年
代
に
お
け
る
確
立
期
財
閥
資
本
の
蓄
税
構
造
を
分
析
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
第
一
章
で
は
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
へ
か
け
て
、
三
井
が

賀
本
所
有
者
の
三
井
家
同
族
と
益
田
孝
・
中
上
川
彦
次
郎
・
団
琢
麿
な
ど

の
専
門
経
営
者
と
の
共
同
経
営
体
制
を
構
築
し
、
か
つ
金
融
・
商
事
・
鉱

醸
業
な
ど
の
多
角
的
蓄
積
基
盤
を
有
機
的
に
統
一
し
た
コ
ン
ツ
ユ
ル
ン
形

態
の
骨
楕
を
形
成
さ
せ
た
こ
と
を
諭
じ
て
い
る
。
か
く
し
て
三
井
は
、
前

期
的
特
権
的
商
人
資
本
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
政
商
か
ら
、
三
大
直
轄
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

、
を
中
心
と
し
た
多
角
的
事
業
基
盤
を
も
つ
財
閥
資
本
へ
と
転
化
し
た
。

　
第
二
章
は
、
三
井
物
産
会
社
の
分
析
を
通
じ
て
一
九
〇
〇
年
代
の
流
通

独
上
］
の
成
立
を
明
ら
か
に
す
る
。
三
井
物
産
は
日
清
・
日
露
の
両
戦
を
通

じ
て
、
商
品
取
扱
高
を
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
た
。
主
要
取
扱
商
品
は
、
石

炭
・
綿
花
・
綿
糸
・
綿
布
・
生
糸
・
機
械
・
鉄
道
用
品
・
米
・
砂
糖
・
犬

豆
に
わ
た
り
、
こ
の
時
期
、
物
産
は
早
く
も
総
含
商
社
的
性
樒
を
そ
な
え

る
に
至
る
。
ま
た
三
井
物
産
の
日
本
貿
易
総
額
に
上
］
め
る
割
合
は
、
一
八

九
〇
年
代
後
半
の
一
〇
バ
ー
セ
ン
ト
前
後
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
後
半
に
は

二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に
増
加
し
、
物
産
は
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構

造
の
不
可
欠
の
一
環
を
な
す
貿
易
部
門
で
支
配
的
地
位
を
占
め
る
に
至
っ

た
。
そ
れ
と
同
時
に
物
産
は
、
一
九
〇
〇
年
代
に
中
国
を
中
心
と
し
た
東

ア
ジ
ア
に
海
外
支
店
網
を
拡
大
し
、
大
陸
進
出
の
足
場
を
築
い
て
い
く
。

ま
た
国
内
市
場
に
お
い
て
も
、
石
炭
売
買
に
お
け
る
一
手
委
託
販
売
契
約
、

前
貸
投
融
資
な
ど
の
手
段
を
通
じ
て
中
小
炭
鉱
を
支
配
す
る
な
ど
、
生
産

過
程
の
掌
握
を
す
す
め
た
。

　
第
三
章
で
は
、
一
九
〇
〇
年
代
に
お
け
る
三
井
銀
行
の
分
析
を
通
じ
て
、

金
融
独
占
の
成
立
を
論
じ
て
い
る
。
一
八
七
六
年
、
日
本
最
初
の
私
立
銀

行
と
し
て
発
足
し
た
三
井
銀
行
は
、
日
銀
創
立
前
後
か
ら
官
公
金
取
扱
業

務
を
し
だ
い
に
返
上
し
、
一
八
九
三
年
合
名
会
社
へ
改
組
し
た
頃
に
は
、

一
般
民
間
の
預
貸
金
業
務
中
心
の
銀
行
へ
脱
皮
し
て
い
た
。
以
後
、
同
行

は
資
本
金
を
増
大
さ
せ
、
一
九
〇
一
年
に
は
日
銀
か
ら
の
常
時
借
入
依
存

の
状
態
か
ら
脱
脚
し
て
い
る
。
一
九
〇
二
年
以
降
、
三
井
銀
行
は
「
商
業

銀
行
」
化
、
支
店
整
理
を
通
じ
て
、
東
京
本
店
と
大
阪
・
京
都
・
神
戸
な

ど
の
五
支
店
を
主
カ
と
し
た
独
上
］
的
都
市
銀
行
へ
成
長
し
た
。
か
く
し
て

一
九
〇
九
年
三
井
合
名
会
社
の
成
立
は
、
三
井
物
産
会
社
の
総
合
商
社
化

す
な
わ
ち
流
通
独
占
と
、
三
井
銀
行
の
独
占
的
都
市
銀
行
化
す
な
わ
ち
金

融
独
占
と
の
二
大
支
柱
を
強
固
に
統
轄
・
掌
握
す
る
体
制
の
成
立
を
意
味

し
て
お
り
、
三
井
財
閥
の
成
立
の
画
期
で
も
あ
っ
た
。

二
　
本
論
文
の
長
所
と
短
所

　
本
論
文
の
概
要
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

貢
献
は
次
の
三
点
に
あ
る
と
考
え
る
。

本
論
文
の
研
究
史
上
の

257



一橋論叢 第八十七巻 第二号 （136）

　
第
一
に
、
三
井
文
庫
所
蔵
の
未
公
開
根
本
資
料
を
縦
横
に
駆
使
し
て
三

井
財
閥
の
内
部
構
造
を
改
め
て
詳
紬
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と

く
に
三
井
本
社
の
機
構
と
機
能
の
解
明
は
本
論
文
の
最
重
要
都
分
で
あ
っ

て
、
財
閥
本
社
が
直
系
会
社
の
株
式
を
独
占
所
有
す
る
持
株
会
社
で
あ
る

に
と
ど
ま
ら
ず
、
傘
下
諸
事
業
の
経
営
を
完
金
に
掌
握
し
、
資
本
の
集

中
・
再
投
賞
・
統
轄
機
能
を
は
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
井
財
閥
が
金
体

と
し
て
有
機
的
な
関
連
を
も
つ
総
合
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
し
て
発
展
し
え
た

仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
功
綴
は
大
き
い
。

　
第
二
に
、
三
非
の
費
本
蓄
繊
構
造
が
時
代
に
よ
っ
て
い
か
に
変
化
、
推

移
し
て
い
っ
た
か
を
段
階
的
に
確
定
し
た
。
す
な
わ
ち
明
治
初
年
の
特
権

的
前
期
的
商
人
資
本
た
る
政
商
三
井
が
、
一
九
〇
〇
年
代
に
財
閥
資
本
へ

転
化
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
第
一
次
大
戦
期
に
独
占
的
金
融
資
本
へ
成
長
し

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
本
社
都
門
と
事
業
基
盤
と
の
関
連
を
視
野
に
お
さ
め

つ
つ
解
明
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
二
〇
、
三
〇
年
代
の
重
化
学
工
業
化
の

進
展
に
対
応
し
て
、
三
井
合
名
会
社
体
制
が
破
綻
し
、
本
社
部
門
の
再
編

（
株
式
会
社
化
）
が
必
至
と
な
っ
て
い
く
経
緯
の
分
析
も
興
味
ぷ
か
い
。

　
第
三
に
、
第
二
編
第
二
章
で
三
井
物
産
の
総
合
商
社
と
し
て
の
歴
史
的

源
流
を
確
定
し
た
こ
と
、
日
清
戦
後
に
お
け
る
物
産
の
中
国
進
出
の
実
態

や
物
産
の
前
貸
金
融
を
通
じ
て
の
小
生
産
者
掌
握
の
実
態
の
考
察
な
ど
、

こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
二
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
ま
た
第
二
編
第
三
章
で
は
三
井
銀
行
が
三
井
家
大
元
方
時
代
以

来
は
た
し
て
き
た
本
部
機
能
（
統
轄
機
能
）
を
本
社
に
ゆ
だ
ね
、
み
ず
か

ら
は
普
通
銀
行
と
し
て
純
化
し
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
し
た
こ
と
は

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
同
行
が
一
九
〇
〇
年
代
に
外
部
資
金

導
入
の
パ
イ
プ
と
な
り
、
三
井
物
産
・
三
井
鉱
山
の
資
金
供
給
機
関
と
し

て
機
能
し
、
こ
の
三
犬
直
轄
事
業
が
相
互
に
有
機
的
に
関
連
し
あ
い
な
が

ら
発
展
し
た
事
実
を
確
定
し
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
総
じ
て
本
論
文
の
長
所
は
、
高
度
の
実
証
性
に
あ
り
忍
耐
づ
よ
く
分
析

困
難
な
資
料
の
山
に
立
向
い
、
資
料
閲
の
関
連
色
間
い
つ
め
つ
つ
、
三
井

財
閥
の
内
部
構
造
を
初
め
て
本
格
的
に
解
明
す
る
突
破
口
を
ひ
ら
い
た
。

　
だ
が
他
方
で
、
本
論
文
に
は
い
く
つ
か
の
短
所
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
第
一
は
、
第
一
編
と
第
二
編
の
編
別
構
成
が

均
衡
を
失
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
編
は
目
次
に
見
る
通
り
一
九
〇
■

○
年
前
後
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
が
対
象
時
期
と
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二

編
は
一
九
〇
〇
年
代
に
隈
定
さ
れ
、
し
か
も
三
大
直
系
会
社
の
一
つ
の
重

要
な
柱
で
あ
る
三
井
鉱
山
の
分
析
が
欠
け
て
い
る
。
な
ぜ
、
鉱
山
の
分
析

が
欠
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
著
者
の
財
閥
資
本
概
念

と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
著
者
に
は
財
閥
資
本
を
流
通
独
占
、
金
融

独
占
と
し
て
理
解
す
る
傾
向
が
つ
よ
く
、
産
業
独
占
を
必
ず
し
も
不
可
欠

の
要
件
と
は
見
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
前
期
的
資
本
た
る
政
商
資
本

か
ら
「
近
代
的
」
財
閥
資
本
へ
の
転
化
が
お
し
す
す
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、

何
ら
か
の
産
業
を
蓄
積
基
盤
に
包
摂
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
三
井
の

場
合
、
そ
れ
は
石
炭
を
中
心
と
す
る
鉱
醸
業
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
第
二

編
で
は
、
鉱
醸
業
の
分
析
は
手
薄
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
物
産
と
銀
行
の

二
大
直
系
会
社
の
分
析
に
眼
定
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
著
者
は
別
の
論
文

（
「
財
閥
資
本
の
蓄
積
構
造
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
昭
和
恐

慌
』
所
収
、
東
大
出
版
会
一
九
七
八
年
）
で
は
、
．
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代

に
お
け
る
三
井
財
閥
の
資
本
蓄
積
構
造
を
分
析
し
て
い
る
が
、
当
該
論
文
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で
は
三
非
物
産
と
三
井
鉱
山
を
対
象
と
し
て
三
井
銀
行
の
分
析
を
欠
落
さ

せ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
こ
こ
で
も
産
業
と
銀
行
の
癒
着
を
基
本
内
容
と

す
る
金
融
資
本
概
念
を
著
者
が
ど
の
よ
う
に
再
編
成
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
何
ら
か
の
説
明
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
の
に
そ
の
言
及
は
な

い
。
総
じ
て
理
論
的
フ
レ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
の
明
示
的
な
捉
示
の
な
い
こ
と

が
、
右
の
編
別
構
成
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

　
第
二
に
、
冒
頭
の
課
題
設
定
で
、
国
家
資
本
と
の
緊
密
な
連
繋
に
よ
る

相
互
補
完
を
財
閥
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
指
摘
し
な
が
ら
、
そ
の
点
の

分
析
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
日
本
の
財
閥
の
特
徴

と
さ
れ
る
国
家
依
存
的
性
格
は
、
分
析
が
深
め
ら
れ
ず
に
終
っ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
三
井
財
閥
と
三
菱
・
住
友
な
ど
他
財
閥
と
の
比
較
お
よ
び
三

非
財
閥
が
目
本
経
済
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
の
言
及
が
意
外
と
少
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
著
者
が
克
明
に
明

ら
か
に
し
た
三
井
財
閥
像
が
従
来
の
圓
本
資
本
主
義
像
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
修
正
を
迫
る
こ
と
に
な
る
の
か
を
も
っ
と
積
極
的
に
展
開
し
て
ほ

し
加
っ
た
よ
う
に
思
う
。

三
　
結

　
以
上
い
く
つ
か
不
満
な
点
を
あ
げ
た
が
、
こ
れ
ら
は
著
者
の
今
後
の
研

究
の
展
開
に
対
す
る
希
望
と
も
云
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
本
論
文
の
学

問
的
価
値
を
い
さ
さ
か
で
も
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
本
論
文
が

上
記
の
よ
う
な
不
満
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
日
本
財
閥
史
研
究
の
水

準
に
照
ら
し
て
、
第
一
級
の
単
問
的
貢
献
を
は
た
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

よ
っ
て
審
査
員
は
、
所
定
の
試
験
成
繊
を
も
あ
わ
せ
考
慮
し
て
、
松
元
氏

が
一
橋
大
学
経
済
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
に
十
分
値
す
る
と
認
定
す
る
。

　
　
　
昭
和
五
十
六
年
十
月
十
六
日

（137）
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